
























社会情勢を踏まえた新たな取組の提案

Society5.0で実現する社会（例） 【取組の可能性】
・スマートメータによる電力量の把握、

新エネルギーの効率的な活用など最適

なエネルギー管理システムによる省エ

ネと新エネ活用

・工場や家庭などが有するエネルギーリ

ソース（蓄電池や発電設備、ディマン

ドリスポンスなど）を遠隔・統合制御

し、ＶＰＰ（仮想発電所）のように機

能させることで、地域間の電力の需給

を調整

・AIを利用したIoT家電の最適運用によ

る省エネ

・機器の予防保全による効率的な運用に

よる省エネ

・工場間のデータ形式の統合による運用

の効率化による省エネ：EDI（受発注

システム）

・工場内のラインや工場間の最適化によ

る効率化による省エネ

・熟練技能者のスキルのデジタル化によ

る自動化の推進による効率化・省エネ

化

・自転車のシェアリングなどシェアリン

グエコノミーによるエネルギー消費の

削減

・次世代ナビゲーションによる交通の効

率化による省エネ

出典：内閣府ホームページ


